
 1 

異常気象について 
 

慶應義塾高等学校２年 

必修地学  K.O 

 

目的  

異常気象が起こった際の大気の状態の特徴を平年の状態などと比較し異常気象が発生し

た理由について考察する。 

・異常気象（定義を含む）を理解する。 

・冷夏や暖冬が異常気象かどうかの判定ができるようになる。 

・異常気象の水平スケールや影響の範囲を理解する。 

・異常気象の影響を評価できるようになる。 

・異常気象発生の予報可能性を吟味する。 

 

作業課題と結果と考察  

作業① データ CD-ROM 内の GrADS フォルダにある「1993-00.ctl」データファイルを GrADS

を使って開く。 

作業② 7 月の気温、気圧、風の月平均気候値の分布図を作成し、その特徴をまとめる。

例えば、高温域、高気圧の中心位置やその範囲などに注目する。 

 
気温・気圧の気候値の分布の特徴（図 1） 

＜気温＞ 

・30℃以上の高温域→中東からアフリカ大陸の北側にかけて横に広がっている。赤道より

北側に分布。東経 80 度から西経 20 度、北緯 40 度から 15 度の地域。 

・20℃～30℃の地域→赤道から北に 40 度、南に 25 度の地域全般。赤道上は南米のごく一

部を除き、すべてこの範囲。 

・0℃～20℃の地域→赤道から北側はグリーンランドを除いて、すべてこの範囲。南側は

60 度付近まで。 

・0℃以下の地域→南緯 60 度から極にかけての地域と、グリーンランド周辺。南緯 60 度

以降は 5～10 度ずつで、コンスタントに 10℃ずつくらい気温が下がり、南極付近では－

60℃まで下がっている。 

・日本→沖縄～東北 20～30℃、北海道 10～20℃となっている。 

 赤道から極に行くにつれてどんどん気温が下がっていっており、また北側のほうが南側

より温度が高い。30℃以上の地域やグリーンランド周辺など局地的に温度が高かったり低

かったりする地域もある。 

＜気圧＞ 

・1020～1050hPa の高気圧地域→南極付近。一気に下がっている。北極は 1010～1020hPa。 

・1050hPa 以上の地域（最高気圧域）→南緯 75 度、東経 100～120 度の地域。 
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・1000～1010hPa→極付近を除くほぼ全地域。 

・990～1000hPa→中東付近（東経 50～80 度、北緯 20～30 度） 

・日本→全域が 1000～1010hPa。択捉島周辺は 1010～20hPa 

 地球上は極付近を除き、ほぼ全域が 990～1010hPa。南極付近は気圧が高い。 

 
図 1 7 月の気温気候値（陰影）と気圧気候値（等値線） 

 

風の気候地の分布の特徴（図 2） 

・高圧域から低圧域に流れている。（このグラフではわからないが） 

・赤道付近では風は東から西に流れている。 

・南極付近は風力の強い風が吹き、逆に北極付近は風力の弱い風が吹いている。 

・風は全体的に見ると赤道から南北に流れているように見える。 

 風は赤道から南北に吹き、赤道では東から西に流れている。南極では強い風が吹き、北

極では弱い風が吹いている。 

 
図 2 7 月の風気候値 



 3 

 
作業③ 1993 年 7 月の気温、気圧、風の分布図を作成し、その特徴をまとめる。例えば、

高温域、高気圧の中心位置やその範囲などに注目する。 

 
1993 年 7 月の気温・気圧の分布の特徴（図 1、図 3）（93 年、気候値と 93 年の比較） 

＜気温＞ 

・30℃以上の高温域→気候値と同じく、赤道より北側に分布し、中東からアフリカ大陸の

北側にかけて横に広がっている。しかし範囲は気候値よりは多少狭く、東経 80 度から西

経 20 度、北緯 35 度から 15 度の地域である。 

・20℃～30℃の地域→この範囲も気候値とほぼ同じだが若干狭い。赤道から北に 35 度、

南に 25 度の地域全般。赤道上も気候値と同じく、南米のごく一部を除き、すべてこの範

囲。 

・0℃～20℃の地域→この範囲も気候値とほぼ同じで、赤道から北側はグリーンランドを

除いて、すべてこの範囲。南側は 60 度付近まで。 

・0℃以下の地域→この範囲も気候値とほぼ同じ。南緯 60 度から極にかけての地域と、グ

リーンランド周辺。南緯 60 度以降も、気候値と同じく、5～10 度ずつで、コンスタント

に 10℃ずつくらい気温が下がり、南極付近では－60℃まで下がっているはその範囲は気候

値より少し広がっている。 

・日本→関東上部～沖縄 20～30℃、関東上部～北海道 10～20℃となっている。これは気

候値と比べると、20～30℃の範囲が広く、日本の気温が気候値に比べると低くなっている。 

 気候値と同じく赤道から極に行くにつれてどんどん気温が下がっていっており、また北

側のほうが南側より温度が高く、また 30℃以上の地域やグリーンランド周辺など局地的に

温度が高かったり低かったりする地域もある。ただ日本の結果を見ればわかるように、全

体的に気候値のほうが 93 年のデータより気温が高く、93 年以降地球の温暖化が進んでい

ることがわかる。 

＜気圧＞ 

・1020～1050hPa の高気圧地域→気候値とほぼ同じ。南極付近。だが北極の気圧は大きく

変わっており、1000～1010hPa となっており、さがっている。 

・1050hPa 以上の地域（最高気圧域）→これも気候値とほぼ同じで、南緯 75 度、東経 100

～120 度の地域。 

・1000～1010hPa→これも気候値とほぼ同じで、極付近を除くほぼ全地域。 

・990～1000hPa→これも気候値とほぼ同じ。中東付近（東経 50～80 度、北緯 20～30 度） 

・日本→ほぼ全域が 1000～1010hPa。ただ気候値と違い、1010～20hPa の範囲が北海道

の多くとなっている。 

 気候値とほぼ同じ気圧配置。地球上は極付近を除き、ほぼ全域が 990～1010hPa。南極

付近は気圧が高い。ただ北極付近はかなり気圧配置が違い、93 年のほうが低圧となってい

る。 

 



 4 

 
図 3 1993 年 7 月の月平均気温と月平均気圧 

 
1993 年 7 月の風の分布の特徴（図 2、図 4）（93 年、気候値と 93 年の比較） 

・高圧域から低圧域に流れている。（このグラフではわからないが） 

・気候値と同じく赤道付近では風は東から西に流れている。 

・極付近は風力が弱い。 

・北側で風が弱く南側では強くなっている。 

・気候値よりもはっきりと風が南北で渦巻いていることがわかる。 

 風は赤道では東から西に流れ、南北で渦巻いている。気候値とは大きく違う。 

 
図 4 1993 年７月の月平均風 

 
作業④ 1993 年 7 月の月平均気温、気圧、風と気候値との差を計算し、その分布図を作成

し、相違点の特徴をまとめる。 
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1993 年 7 月の気温の気候値との差の特徴（図 5） 

・温度が変わらないところ（0℃）が多い。 

・気温に変動があるところは、全体的に南極のごく一部を除き、気候値のほうが気温が高

くなっている。（マイナスの部分） 

・日本はほぼ全域が－2℃となっている。 

ほとんど気温は変わっていないが、日本などは温暖化が進んでいる。 

 
1993 年 7 月の気圧の気候値との差の特徴（図 6） 

・ほとんどの地域は差がない（0℃）が、極付近はかなり差がある。 

1993 年 7 月の気圧の気候値との差の特徴（図 7） 

・差が小さすぎてよくわからないが、良く見ると差が部分部分で同じ向きを向いている。 

 

 
図 5 1993 年 7 月の月平均気温－気候値 

 
図 6 1993 年 7 月の月平均気圧－気候値 
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図 7 1993 年 7 月の月平均風－気候値 

 
まとめ 

〇気温は赤道から極に行くにつれて温度が下がり、また中東やグリーンランドのように局

地的に温度が他の地域と違うところが多い。これは、その地域の地形が影響しているのだ

と思う。（中東→砂漠、グリーンランド→大きな氷河のかたまり）また北側のほうが温度が

高い。また、温暖化は確実に進んでいる。 

〇気圧は極付近を除き、ほぼ全域が 990～1010hPa。また南極は気圧が異常に高い。 

 
作業⑤ 作業④で確認した相違点の発生から消滅までの変化を、1993 年の 1 月～12 月の図

を作成して確認する。例えば、発生から消滅までの期間、移動の速さや方向などに着目す

る。 

 
結果 

12～3 月→オーストラリアは気温が 30℃以上ある。また中国、ロシア付近に高気圧が発生。 

3～9 月→3 月までは北緯 30 度付近までだった 20℃以上の地域が北緯 50 度まで達する。

11～1 月、6～8 月は南極付近から赤道に向かって風が吹いている。 

 
作業⑥ 作業③～⑤を 1994 年 7・8 月（t=19, 20）のデータを用いて行う。 

作業⑦ 1993 年と 1994 年の夏を比較して、その違いをまとめ、その原因を考える。 

 

 作業⑥と⑦は並行して行った。 

1994 年 7 月の気温・気圧・風の分布の特徴（図 8、図 9） 

＜気温＞ 

・94 年 7 月の気温分布は 93 年 7 月とほぼ同じなので、気温分布の詳細は 2 ページ参照。

ただ、日本など部分的によく見ると、若干 94 年のほうが、気温が高い。 

＜気圧＞ 

・94 年 7 月の気圧配置は気温と同様、93 年 7 月とほぼ同じなので、詳細は 3 ページ参照。
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ただ、気温と一緒で、基本的な配置は一緒なのだが、細かい部分は違う。 

＜風＞ 

・94 年 7 月→全体的に風力が強い。ただ極付近は風が比較的収まっている。また赤道付近

で発生した風が南北で渦巻いている。 

・93 年 7 月と 94 年 7 月の差→風の向きは比較的一緒だが、風力は 94 年のほうが断然強

い。 

 
図 8 1994 年 7 月の月平均気温と気圧 

 
図 9 1994 年 7 月の月平均風 

 
1994 年 7 月の月平均気温－気候値（図 10）からわかること。 

・南極の一部は差が激しいが、基本的には 93 年と同様に、温度が変わらない所が多い。 

・日本は 93 年 7 月とは逆に、西日本は気候値より 94 年 7 月のほうが気温が 2～4℃高く、

東日本も差はない。 
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図 10 1994 年 7 月の月平均気温－気候値 

 
1994 年 7 月の月平均気圧－気候値（図 11）からわかること。 

・基本的には差はないが、93 年と比べると、気候値との差が激しい。特に太平洋上が激し

い。 

・極付近も差が大きい。 

 
図 11 1994 年 7 月の月平均気圧－気候値 

 

1994 年 7 月の月平均風－気候値からわかること。 

・93 年と比べると気候値との差が大きい。 
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図 12 1994 年 7 月の月平均風－気候値 

 
1994 年 8 月に関しての考察（図省略）。 

＜気温＞ 

 94 年 7 月つまり前月とほぼ同じ。気候値との差も大体は 94 年 7 月と一緒である。 

＜気圧＞ 

 気温と同様、前月とほぼ同じ。ただ、気圧の谷が伸びたり縮んだりという違いはある。

気候値との差もほぼ前月と一緒。ただ南極付近の差が大きくなっている。 

＜風＞ 

 風力、向き、共に前月とほぼ一緒気候値との差も前月とほぼ一緒 

 
1993 年と 1994 年の夏の違いのまとめ 

〇地球全体の気温分布はほぼ同じだが、日本などを部分的に見ると 94 年の方が若干高い。  

〇細かい部分は違うが基本的な気圧配置は同じである。 

〇風の向きは比較的一緒だが、風力は 94 年のほうが断然強い。94 年は気候値よりもかな

り差が大きいことから、94 年の地球は風の強い年であったといえる。 

〇日本は 93 年７月は気候値より気温が－2℃低かったが、94 年は西日本が気候値より 2

～4℃高く、東日本も差はなかった。このことから日本は 93 年は比較的冷夏で、94 年は

逆に暑夏だったということがわかる。 

 
発展① 作業で確認した高温域や低温域に位置する気象庁の気象官署を調べ、1961 年以降

の気温、気圧、風速などのデータを入手する。 

発展② 発展①で入手したデータの経年変化をグラフに描き、その変動の特徴をまとめる。 

 

 高温域として那覇，低温域として根室でデータを入手した。 
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高温域（沖縄県那覇市） 

・那覇市の平均気温はどの年も例外なく 20 度以上である。ただ最近平均気温が少しずつ

上がってきており、温暖化が進んでいる。 

・1998 年は突出して平均気温が高い。あとはほぼ横ばい。ただ 1987 年以降は平均気温が

高くなっている。 

・那覇市の平均気圧は 86 年くらいまでは 1010hPa 前後だが、それ以降は 1008hPa 前後

にまで下がっている。 

・ほぼ横ばい。30 年間 5m/s 前後の数値である。 
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図 13 那覇市の平均気温・平均気圧・平均風速の変化 

 
低温域（北海道根室市） 

・ほぼ横ばい。6℃前後を行き来している。 

・93 年くらいまでは 1008hPa 前後の平均気圧だが、それ以降は少し下がっている。 

・64 年だけ異常に気圧が高い。 

・ほぼ横ばいだが、94 年あたりから少し風速が上がっている。94 年までは大体 4.5m/s、

それ以降は 5m/s 前後になっている。 
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図 14 北海道根室市の平均気温・平均気圧・平均風速の変化 

 
表 1 沖縄県那覇市と北海道根室市の気象統計値 

  気 温 気 圧 風 速 

平均値 22.65℃ 1009.18hPa 5.08m/s 

中央値 22.6℃ 1009.5hPa 5.2m/s 沖縄県那覇市 

最頻値 22.6℃ 1010.1hPa 5.2m/s 

平均値 6.01℃ 1008.71hPa 4.53m/s 

中央値 6.0℃ 1008.8hPa 4.4m/s 北海道根室市 

最頻値 6.3℃ 1009.0hPa 4.1m/s 

 
 1993 年の冷夏 高温域でも低温域でも例年とさほど差はないので、異常気象の定義には

対応していないと思う。 

 1994 年の暑夏 93 年と同様、高温域でも低温域でも例年とさほど差はないので、異常

気象の定義には対応していないと思う。 

 

参考文献  

気象庁のホームページ http://www.jma.go.jp/JMA_HP/jma/index.html 


